
JP 5334492 B2 2013.11.6

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　全量１００重量％に対してアスタキサンチン１２～４０重量％、中鎖脂肪酸トリグリセ
リド１０～６０重量％、抽出試料に由来する脂質２０～６０重量％からなり、室温で流動
性のある液状を呈することを特徴とする天然アスタキサンチン含有抽出物。
【請求項２】
　全量１００重量％に対してアスタキサンチン２０～４０重量％、中鎖脂肪酸トリグリセ
リド２０～４０重量％、抽出試料に由来する脂質３０～６０重量％からなり、２５℃にお
ける粘度が２５００ｃｐ以下で、流動性のある液状を呈することを特徴とする天然アスタ
キサンチン含有抽出物。
【請求項３】
　酸素下安定性試験で４時間後の残存率が９０％以上である請求項１～２のいずれか１項
に記載の抽出物。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の抽出物を含有する粉末状、錠剤状、乳化液状、ジ
ェル状、オイル状の組成物。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の抽出物又は組成物を含有する飲食物、機能性食品
、医薬品、化粧品、飼料。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ヘマトコッカスなどの天然物由来のアスタキサンチンを高い含有量で含みな
がら、流動性が高く、安定性が高く、臭気が低く、飲食物、機能性食品、医薬品、化粧品
、飼料に用いることが容易なアスタキサンチン抽出物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　アスタキサンチンは、エビ、カニ等の甲殻類、サケ、タイ等の魚類、緑藻ヘマトコッカ
ス等の藻類、赤色酵母ファフィア等の酵母類等、天然、特に海洋に広く分布する赤色色素
である。アスタキサンチンの抗酸化作用は、ビタミンＥの約１，０００倍であり、β－カ
ロテンの約４０倍とカロテノイドの中で最も高い。この抗酸化作用を応用した抗動脈硬化
作用、糖尿病に対する作用、免疫賦活作用、抗ストレス作用、抗炎症作用、美白作用、皮
膚老化防止などが報告され、近年、健康食品や化粧品の分野では最も注目されている素材
の１つとなっている。
【０００３】
　アスタキサンチンは、有機合成や前述の天然物などから抽出することにより生産されて
いる。有機合成品は日本国内では法規制の問題と消費者の天然嗜好により用いることがで
きない。市販されているアスタキサンチンのほとんどは、ヘマトコッカス藻、オキアミ、
ファフィア酵母、アスタキサンチン産生細菌から抽出して生産されている。天然物からの
抽出方法として、粉砕した後、アセトンやエタノールなどの有機溶媒による抽出や二酸化
炭素による超臨界抽出し、抽出溶媒を除去することによって、アスタキサンチンが製造さ
れている。
【０００４】
　天然物から抽出したアスタキサンチン含有オイルとしては、アスタリール５０Ｆ〔富士
化学工業社製、アスタキサンチン５％含有〕、アスタッツ－Ｓ〔武田紙器社製、アスタキ
サンチン約２０％含有〕、アスタッツ－１０Ｏ〔武田紙器社製、アスタキサンチン約１０
％含有〕、ピュアスタ〔ヤマハ発動機社製、アスタキサンチン約８％含有〕などが市販さ
れている。
【０００５】
　天然物から抽出したアスタキサンチンは含有量が１０重量％程度であり、１０重量％を
越える高含有物は、１）粗アスタキサンチン含有品を超臨界により脂肪酸トリグリセライ
ドを除去する方法（特許文献１）、２）カラムによって濃縮する方法、３）リパーゼによ
って脂肪酸を分解して除去する方法（特許文献２）によって行われている。
【０００６】
　これまで、１０％を越える天然由来のアスタキサンチンの高濃度含有物抽出物には、常
温や低温で固形状や半固形状、又は高粘性のペースト状で著しく流動性の乏しい物性を示
すため食品や化粧品などへの製造に適しておらず、化粧品や食品に用いるには不適当な臭
気、酸化安定性や光安定性が低いなどの問題があった。また、原料由来の脂肪酸グリセリ
ドなどは、摂取した場合に肥満となりいため、これら原料に由来する脂肪酸グリセリドな
どの含有量減少も求められていた。
【０００７】
【特許文献１】日本国特開２００４－４１１４７号公報
【特許文献２】日本国特開昭６０－２０７５６７号公報
【特許文献３】日本国特開平６－２００１７９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、１２％重量以上のアスタキサンチンの高濃度含有物で、常温や低温での低加
温時の粘度が作業しやすい程度に低く、臭気などの夾雑物が少なく安定なキサントフィル
の含有抽出物を提供することを課題とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明者らは、鋭意研究したした結果、下記の構成を満たすことにより、上述の従来技
術の欠点を克服できることを見いだした。
【００１０】
　即ち、本発明は以下のとおりである。
（１）　全量１００重量％に対してアスタキサンチン１２～４０重量％、中鎖脂肪酸トリ
グリセリド１０～６０重量％、抽出試料に由来する脂質２０～６０重量％からなり、室温
で流動性のある液状を呈することを特徴とする天然アスタキサンチン含有抽出物。
（２）　全量１００重量％に対してアスタキサンチン２０～４０重量％、中鎖脂肪酸トリ
グリセリド２０～４０重量％、抽出試料に由来する脂質３０～６０重量％からなり、２５
℃における粘度が２５００ｃｐ以下で、流動性のある液状を呈することを特徴とする天然
アスタキサンチン含有抽出物。
（３）　酸素下安定性試験で４時間後の残存率が９０％以上である（１）～（２）のいず
れか１項に記載の抽出物。
（４）　（１）～（３）のいずれか１項に記載の抽出物を含有する粉末状、錠剤状、乳化
液状、ジェル状、オイル状の組成物。
（５）　（１）～（４）のいずれか１項に記載の抽出物又は組成物を含有する飲食物、機
能性食品、医薬品、化粧品、飼料。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の天然アスタキサンチン高含有抽出物は、常温で加工が容易な程度に粘度が低く
食品や化粧品などへの製造に適しており、臭気が低く、安定性が高く優れたアスタキサン
チン高含有抽出物とすることができた。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明のアスタキサンチン高含有抽出物について詳細に説明する。
　本発明のアスタキサンチン高含有抽出物は、全量１００重量％に対してアスタキサンチ
ン１２～４０重量％、中鎖脂肪酸グリセライド１０～６０重量％、抽出試料に由来する脂
質２０～６０重量％からなることを特徴とするアスタキサンチン高含有抽出物である。す
なわち抽出原料に含まれる脂質のうち、アスタキサンチンおよびアスタキサンチンエステ
ル以外の夾雑画分の一部あるいは全部を取り除いた後、アスタキサンチンおよびアスタキ
サンチンエステルを豊富に含む画分を抽出し、工程中で適宜中鎖脂肪酸グリセライドを加
えることにより濃度調整を行い得られるアスタキサンチン濃縮オイルである。
【００１３】
　ここで示すアスタキサンチン含有量は、アスタキサンチンおよびそのエステル体につい
て、これらをアスタキサンチンフリー体として換算した場合の含有量である。また本発明
において、時に記載がない限りアスタキサンチンには、フリー体とエステル体を含むもの
とする。
【００１４】
　中鎖脂肪酸グリセライドとは、炭素数６から１２までの飽和脂肪酸、具体的にはカプロ
ン酸、カプリル酸、カプリン酸、ラウリル酸のいずれかがグリセロールとエステル結合し
てなる脂質を指す。グリセロールとエステル結合するこれらの飽和脂肪酸は１～３個のい
ずれでもよい。
【００１５】
　抽出試料に由来する脂質とは、抽出原料となる天然試料に含有されるアスタキサンチン
以外の脂質成分のことを指し、例えば、炭化水素、長鎖アルコール、長鎖アルデヒド、長
鎖ケトン、長鎖脂肪酸、イソプレン類、ステロイド、ワックス、グリセリド、セラミドな
どのほか、リン脂質、糖脂質、アミノ酸脂質などの複合脂質などを指す。詳細には、後述
のアスタキサンチンのエステル体で記載の低級または高級飽和脂肪酸、あるいは低級また
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は高級不飽和脂肪酸である。アスタキサンチンとエステルを形成している脂肪酸などもこ
れに含まれる。
【００１６】
　酸素下安定性試験とは、１０ｍｇ～１００ｍｇの試料を１０ｍＬの試験管に取り、これ
の空隙部分を酸素で置換して密閉した後、８０℃での加温を継続して行い、一定時間後の
残存量を元の量に対する比率で表したもの残存率とする。４時間後の残存率が８０％以上
であり、好ましくは９０％以上である。
【００１７】
　臭気とは、実施例で記載の官能試験及び又はＧＣ／ＭＳによる臭気成分のピーク面積が
一定量以下であることを指す。本発明のアスタキサンチン高含有抽出物の臭気は、臭気官
能試験での評価点が２以下である。本発明のアスタキサンチン高含有抽出物の臭気は、ア
スタキサンチン高含有抽出物の揮発成分をＣＧ／ＭＳによって測定し、そのピーク面積の
合計値が１０×１０８以下、好ましくは５×１０８以下、さらに好ましくは１．０×１０
８以下である。。
【００１８】
　本発明のアスタキサンチン高含有抽出物は、粘度が低く流動性が良い。粘度は温度が低
いほど高くなり、２５℃では２５００ｃｐ以下、３０℃では１５００ｃｐ以下、５０℃で
は８００ｃｐ以下である。加減は１０ｃｐ以上である。粘度はＢ型粘度計で測定する。
【００１９】
　本発明の抽出物は、安定性が高く臭気が少ないという特徴がある。本発明の抽出物の安
定性は、酸素置換条件下、８０℃での負荷試験で４時間後の残存率が９０～１００％であ
る。臭気は従来の超臨界抽出これまで公知となっている方法、例えば、日本国特開第２０
０４－４１１４７号公報に記載の方法で得られた物より大幅に臭気が押さえられている。
【００２０】
　本発明に用いるアスタキサンチンを含有する天然物としては、例えば、緑藻ヘマトコッ
カスなどの微細藻類、赤色酵母ファフィアなどの酵母類、エビ、オキアミ、カニ、ミジン
コなどの節足動物類の甲殻、イカ、タコなどの軟体動物類の内臓や生殖巣、種々の魚介類
の皮、ナツザキフクジュソウなどのフクジュソウ属の花弁、Paracoccus sp. N81106、Bre
vundimonas sp. SD212、Erythrobacter sp. PC6などのα－プロテオバクテリア類、Gordo
nia sp. KANMONKAZ-1129などのゴードニア属、Schizochytriuym sp. KH105などのラビリ
ンチュラ類（特にヤブレツボカビ科）やアスタキサンチン産生遺伝子組み換え生物体など
から得られるものをあげることができる。これら天然及びその抽出物は市販されており、
入手は容易である。
【００２１】
　アスタキサンチンは、３，３'－ジヒドロキシ－β，β－カロテン－４，４'－ジオンで
あり、立体異性体を有する。具体的には、（３Ｒ，３'Ｒ）－アスタキサンチン、（３Ｒ
，３'Ｓ）－アスタキサンチンおよび（３Ｓ，３'Ｓ）－アスタキサンチンの３種の立体異
性体が知られているが、本発明にはそのいずれも用いることができる。本発明はこれらア
スタキサンチン異性体のモノエステル及びジエステルを含む。
【００２２】
　アスタキサンチンのモノエステルとしては、低級または高級飽和脂肪酸、あるいは低級
または高級不飽和脂肪酸によりエステル化されたエステル類をあげることができる。前記
低級または高級飽和脂肪酸、あるいは低級または高級不飽和脂肪酸の具体例としては、酢
酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、ペンタデカン酸、パルミチン酸、パルミトオレイン酸、
へプタデカン酸、エライジン酸、リシノール酸、ベトロセリン酸、バクセン酸、エレオス
テアリン酸、プニシン酸、リカン酸、パリナリン酸、ガドール酸、５－エイコセン酸、５
－ドコセン酸、セトール酸、エルシン酸、５，１３－ドコサジエン酸、セラコール酸、デ
セン酸、ステリング酸、ドデセン酸、オレイン酸、ステアリン酸、エイコサペンタエン酸
、ドコサヘキサエン酸、リノール酸、リノレン酸、アラキドン酸などをあげることができ
る。また、カロテノイドのジエステルとしては前記脂肪酸からなる群から選択される同一
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または異種の脂肪酸によりエステル化されたジエステル類をあげることができる。
【００２３】
　さらに、アスタキサンチンのモノエステルとしては、グリシン、アラニンなどのアミノ
酸；酢酸、クエン酸などの一価または多価カルボン酸；リン酸、硫酸などの無機酸；グル
コシドなどの糖；グリセロ糖脂肪酸、スフィンゴ糖脂肪酸などの糖脂肪酸；グリセロ脂肪
酸などの脂肪酸；グリセロリン酸などによりエステル化されたモノエステル類をあげるこ
とができる。なお、考えられ得る場合は前記モノエステル類の塩も含む。
　脂肪酸の誘導体としては、上記脂肪酸のリン脂質型、アルコール型、エーテル型、ショ
糖エステル型、ポリグリセリンエステル型があげられる。
【００２４】
　アスタキサンチンのジエステルとしては、前記低級飽和脂肪酸、高級飽和脂肪酸、低級
不飽和脂肪酸、高級不飽和脂肪酸、アミノ酸、一価または多価カルボン酸、無機酸、糖、
糖脂肪酸、脂肪酸およびグリセロリン酸からなる群から選択される同一または異種の酸に
よりエステル化されたジエステル類をあげることができる。なお、考えられ得る場合は前
記ジエステル類の塩も含む。グリセロリン酸のジエステルとしては、グリセロリン酸の飽
和脂肪酸エステル類、または高級不飽和脂肪酸、不飽和脂肪酸または飽和脂肪酸から選択
される脂肪酸類を含有するグリセロリン酸エステル類などをあげることができる。
【００２５】
　本発明におけるアスタキサンチン含有の抽出原料としては、例えば、オキアミ、ファフ
ィア酵母、ヘマトコッカス藻、細菌などがあるが、好ましいのはアスタキサンチンの含有
量の高さからヘマトコッカス藻抽出物である。また、これらの原料からの抽出したアスタ
キサンチンの低濃度抽出物（粗抽出物）を用いることができる。
【００２６】
　アスタキサンチンの脂肪酸エステルは突然変異原性が観察されず、安全性が高い化合物
であることが知られて、食品添加物として広く用いられている（高橋二郎ほか：ヘマトコ
ッカス藻アスタキサンチンの毒性試験―Ａｍｅｓ試験、ラット単回投与毒性試験、ラット
９０日反復経口投与性毒性試験―，臨床医薬，２０：８６７－８８１，２００４）。
【００２７】
　本発明の高濃度アスタキサンチン含有抽出物は、例えば、以下の工程によって製造する
ことができる。
（１）ヘマトコッカス藻を粉砕し、有機溶媒や超臨界二酸化炭素を溶媒として、アスタキ
サンチンを含むオイルを抽出し、抽出溶媒を除去し、粗抽出オイルを得る。
（２）次いで、この粗抽出オイルを、カラム分離、リパーゼによる脂肪酸の分離、超臨界
抽出による油脂の除去や高濃度画分の分取など公知の高濃度化方法によって、油脂を除去
し濃縮アスタキサンチンオイルを得る。
（３）次いで、濃縮アスタキサンチンオイルに中鎖脂肪酸トリグリセライドを添加し、公
知の方法によって強く混合する。
　中鎖脂肪酸トリグリセライドが分離せず、アスタキサンチンと含有して得られるので有
れば、どの工程で中鎖脂肪酸トリグリセライドを加えても良い。市販のアスタキサンチン
含有抽出物を用いるので有れば、（２）～（３）の工程を行えばよい。
【００２８】
　以下ヘマトコッカスからの抽出方法について具体的に述べるが、その他の抽出方法にも
本権利に含まれる。
　ヘマトコッカス藻は、ボルボックス目クラミドモナス科に属する緑藻類であり、通常は
緑藻であるためクロロフィル含量が高く緑色であり、２本の鞭毛によって水中を遊泳して
いるが、栄養源欠乏や温度変化等の飢餓条件では休眠胞子を形成し、アスタキサンチン含
量が高くなり赤い球形となる。本発明においては、いずれの状態でのヘマトコッカスを用
いることができるが、アスタキサンチンを多く含有した休眠胞子となったヘマトコッカス
を用いるのが好ましい。また、ヘマトコッカス属に属する緑藻類では、例えば、ヘマトコ
ッカス・プルビアリス（Haematococcus  pluviaris）が好ましい。
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【００２９】
　ヘマトコッカス緑藻類の培養方法としては、異種微生物の混入・繁殖がなく、その他の
夾雑物の混入が少ない密閉型の培養方法が好ましく、例えば、一部解放型のドーム形状、
円錐形状又は円筒形状の培養装置と装置内で移動自在のガス吐出装置を有する培養基を用
いて培養する方法（国際公開第９９／５０３８４号公報）や、密閉型の培養装置に光源を
入れ内部から光を照射して培養する方法、平板状の培養槽やチューブ型の培養層を用いる
方法が適している。
【００３０】
　本発明に用いるヘマトコッカス藻体は、上記製造方法に用いた培養液から常法に従って
、例えば遠心分離機や濾別などによって得られる。これらのヘマトコッカス藻は、破砕し
たもの有機溶媒などで細胞壁を処理して抽出しやすくしたものを用いることができる。破
砕・処理に用いるヘマトコッカス藻体は乾燥末または湿末を用いることができるが、乾燥
末のほうが好ましい。
【００３１】
　破砕としては、ヘマトコッカス藻の細胞壁が抽出できる程度に壊れていれば良く、平均
粒子径は０．１～１０００μｍ、好ましくは５～１００μｍである。ヘマトコッカス藻中
のアスタキサンチンの含有量は特に制限されるものではないが、通常アスタキサンチンの
含有率は０．００１重量％以上のものが用いられ、好ましくは０．１重量％以上、最も好
ましくは１．０重量％以上であり、含有量の上限には特に制限はない。
【００３２】
　破砕方法としては、アスタキサンチン含有天然物を湿式粉砕または乾式粉砕することが
でき、破砕機としては、例えば、高圧ホモジナイザー、超音波破砕機、ビーズミル、ロー
ルミル、カッターミル、ハンマーミルなどを用いて破砕することができる。湿式粉砕した
場合は、続いて乾燥を行う。ここでの破砕末の製造の具体的な方法としては、出願人が以
前に出願した国際公開ＷＯ　０２／７７１０５号パンフレット記載の方法で行うことがで
きる
【００３３】
　湿式粉砕または湿末のヘマトコッカスを乾燥する方法としては、常法にしたがって噴霧
乾燥、流動層乾燥、棚乾燥などで行うことができる。
【００３４】
　破砕・乾燥時でのアスタキサンチンの酸化を防ぐために抗酸化剤を加えることができ、
抗酸化剤としてはビタミンＥ（トコフェロール）、ビタミンＥ誘導体、トコトリエノール
、ローズマリー抽出物、ビタミンＣ、ビタミンＣ誘導体、グルタチオン、フィチン酸、カ
テキン類、フラボノイド類、β－カロチン等が挙げられる。好ましくは、ビタミンＥ、ビ
タミンＥ誘導体、トコトリエノール、ビタミンＣ、ビタミンＣ誘導体、ローズマリー抽出
物などを選ぶことができる。
【００３５】
　破砕・乾燥したヘマトコッカス藻は、常法にしたがって、ペレット状、球状などの形状
に成形して抽出槽に充填する。このときエントレーナーを添加して、抽出能を高めること
ができるがあとで分離操作が必要なため、必ずしも加えなくとも良い。
【００３６】
　抽出性を向上させるため、試料中または超臨界流体に添加してエントレーナーを加える
ことができる。エントレーナーとしては、メタノール、エタノール、エーテル、酢酸エチ
ル、アセトン、ヘキサン、水などの溶剤、Ｃ８－１２の中鎖脂肪酸グリセリド、菜種油、
コーン油、オリーブ油などの低分子で粘度の低い油脂、ポリグリセリン脂肪酸エステル、
グリセリン脂肪酸エステル、ショ糖脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エステル、プロピ
レングリコール脂肪酸エステルなどの界面活性剤をあげることができる。充填時、または
夾雑物除去後の超臨界流体に添加することができる。
【００３７】
　本発明で天然物由来の共雑物とアスタキサンチンを抽出条件で分離できるのは、溶解度
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と溶解速度の差よる。Ｃ１６～Ｃ２０の脂肪酸のトリグリセライド、クロロフィル化合物
、臭気成分などの脂溶性物質は溶解度が高く、アスタキサンチンの溶解度が低いためであ
る。すなわち、アスタキサンチンの溶解度が低く、夾雑物が可溶な条件下で夾雑物を抽出
して一定量を取り除いた後、アスタキサンチンが可溶な条件で抽出を行う。
【００３８】
　本発明で用いる超臨界流体としては、通常用いられている超臨界流体で良く、例えば、
二酸化炭素、水、エチレン、プロピレン、エタン、プロパン、ヘキサン、一酸化三窒素、
クロロジフルオロメタン、クロロトリフルオロメタン、キセノン、アンモニア、メタノー
ル、エタノールなどであり、特に温度・圧力の条件が緩和であり毒性問題のない二酸化炭
素を用いるのが好ましい。
【００３９】
　夾雑物を除去するために用いる流体の条件は、夾雑物成分が抽出される条件でれば良く
、例えば、用いる溶媒によって異なるが、二酸化炭素の場合、抽出温度は３１．６～２０
０℃、好ましくは３１．６～１００℃であり、抽出圧力は７．５３～８０ＭＰａ、好まし
くは１５～５０ＭＰａである。抽出物（粉末）と超臨界流体との比率は、抽出装置や温度
・圧力の条件によって変化するが、抽出物（粉末）１に対して溶媒１～１０００重量倍、
好ましくは１０～１００重量倍である。夾雑物低極性画分の除去量によって、夾雑物の除
去ステップを決め、抽出物全体の量に対して５～８０％、好ましくは３０～７０％を除去
する。ヘマトコッカス藻の乾燥末の場合、粉末に対して３０～５０％が抽出量であり、粉
末全量に対して２～４０％、好ましくは１５～３５％にあたる部分を除去して、この工程
の期間とすることができる。
【００４０】
　続いてアスタキサンチンを超臨界流体を用いて抽出する。このときの条件は、用いる溶
媒によって異なるが、二酸化炭素の場合、抽出温度は３１．６～２００℃、好ましくは４
０～１００℃であり、抽出圧力は２０～１００ＭＰａ、好ましくは４０～９０ＭＰａであ
る。抽出物（粉末）と超臨界流体との比率は、抽出装置や温度・圧力の条件によって変化
するが、抽出物（粉末）１に対して溶媒１～１００００重量倍、好ましくは１０～１００
０重量倍である。
【００４１】
　夾雑物画分を超臨界抽出で除去したのち、残りのヘマトコッカス藻を両臨界抽出せずに
通常状態の有機溶媒で抽出することも本発明に含まれる。有機溶媒としては、アスタキサ
ンチンを溶解させるものでよく、例えばエタノール、メタノールなどのアルコール類、ア
セトン、エーテル、酢酸エチル、ヘキサン、ベンゼン、クロロホルム、塩化メチレンであ
り、好ましくはエタノール、メタノール、アセトン、ヘキサンであり、特に好ましくはア
セトン、エタノール、ヘキサンである。
　また抽出温度は、通常、－１０～１２０℃、好ましくは－１０～６０℃、より好ましく
は－１０～３０℃の範囲である。タンク内は処理中の劣化を防ぐため窒素などの不活性ガ
スの雰囲気下としたほうがよい。
【００４２】
　濾液は、通常の溶媒除去方法であればよく、例えば減圧濃縮機などで有機溶媒を除去す
る。抽出物の劣化を押さえるため温度をかけない方が良く、１０～８０℃が好ましく、バ
ッチ式の場合の１回の処理時間あるいは連続式の場合の滞留時間は短い方が良く、０．５
～２０時間、好ましくは０．５～１０時間で処理できる量で溶媒を除去する。有機溶媒や
揮発物を更に除去したい場合は、分子蒸留機やエバポールなどでさらに有機溶媒や揮発物
の濃度を減少させることができる。
【００４３】
　本発明の高濃度アスタキサンチン抽出物は、アスタキサンチンが高含有率でありながら
、粘度が低く流動性が高いため加工しやすく、さらには、安定性が高く、臭気も大幅に少
ないことから、アスタキサンチン高含有量の２次加工品に用いるのに適している。２次加
工品としては、粉末、水溶性乳化液、ジェル、オイルなど一般に用いられる２次加工品が
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挙げられ。これらを食品、特定健康食品のような効用が規定されている食品、いわゆる健
康食品、医薬品、医薬部外品、化粧品などに用いることができる。
【００４４】
　粉末品は、本発明の高濃度アスタキサンチン抽出物を通常使用される酸化防止剤、乳化
剤（界面活性剤）、結合剤、無水ケイ酸やケイ酸カルシウムなど無機系賦形剤およびセル
ロースやデキストリン、アラビアガムといった多糖類などの賦形剤とともに、混合、ＳＤ
乾燥、凍結乾燥、流動層増粒などの手法によって粉末することができる。
【００４５】
　乳化液は、本発明の高濃度アスタキサンチン抽出物を通常使用される適当な酸化防止剤
、乳化剤および水、もしくはこれらとグリセロールや増粘多糖類などの乳化媒体との組み
合わせからなる液体を、高圧ホモジナイザーなどの乳化装置によって調整し乳化・分散す
ることができる。
【００４６】
　粉末、水溶性乳化液、ジェル、オイルなどの２次加工品を用いた製品としては、例えば
、粉末を他の機能性成分や賦形剤などとともに混合または増粒することによって得られる
散在や顆粒、それらを充填したカプセル剤、粉末を他の機能性成分や賦形剤などとともに
打錠成形することにより得られる錠剤（圧縮成型物）、あるいは粉末を配合した固形食品
、水溶性乳化液を配合した飲料や菓子類をはじめとする一般食品、外用クリーム、乳化液
、ローションなどの形態をした医薬品、医薬部外品、化粧品などが挙げられる。
【００４７】
　薬剤の製剤型としては、例えば、錠剤、舌下錠、丸剤、坐剤、散剤、粉剤、細粒剤、顆
粒剤、カプセル剤、マイクロカプセル剤、注射剤、乳剤、貼付剤などの形態に製剤化する
ことができる。例えば、錠剤は薬理的に受容しうる担体と均一に混合して打錠することに
より、また、散剤、粉剤、顆粒剤は薬剤と担体とを乾式造粒または湿式造粒して製造する
ことができ、湿式造粒としては、常法により、例えば、噴霧乾燥法、流動層造粒法、混練
造粒法又は凍結乾燥法などにより乾燥することにより製造できる。
【００４８】
　散剤、粉剤、細粒剤、顆粒剤、錠剤はラクトース、グルコース、スクロース、マンニト
ール、メタケイ酸アルミン酸マグネシウム、合成ハイドロタルサイト、無水リン水素酸カ
ルシウムなどの賦形剤、でんぷん、アルギン酸ソーダなどの崩壊剤、マグネシウムステア
レート、タルクなどの滑沢剤、ポリビニルアルコール、ヒドロキシプロピルセルロース、
ゼラチンなどの結合剤、脂肪酸エステルなどの表面活性剤、グリセリンなどの可塑剤など
を用いて製造できる。また、必要に応じて、常法により口腔内速崩壊剤とすることができ
る。
【００４９】
　製剤には必要ならばさらに他の抗酸化剤を添加してもよい。抗酸化剤は特に限定される
ものでなく、抗酸化作用を有するものであれば適用可能である。例えば、レチノール、３
，４－ジデヒドロレチノールなどのビタミンＡ類、ビタミンＢ、Ｄ－アスコルビン酸、Ｌ
－アスコルビン酸などのビタミンＣ類、トコフェロール、トコトリエノール、酢酸ビタミ
ンＥ、コハク酸ビタミンＥなどのビタミンＥ類、リン酸ビタミンＥ類、コエンザイムＱ、
フラボノイド、タンニン、エラグ酸、ポリフェノール類、ラジカル阻止剤、ヒドロペルオ
キシド分解剤、金属キレート剤、活性酸素除去剤、トコキノン、及びこれらの薬学的に許
容できる塩、並びにそれらの混合物からなる群から１種または２種以上選択することがで
きる。
【００５０】
　懸濁剤としては、例えば、ポリソルベート８０、メチルセルロース、ヒドロキシエチル
セルロース、ナトリウムカルボキシルメチルセルロース、ポリオキシエチレンソルビタン
モノラウレート、アラビアガム、粉末トラガントなどを挙げることができる。溶解剤とし
ては、例えば、ポリソルベート８０、水添ポリオキシエチレンヒマシ油、ニコチン酸アミ
ド、ポリオキシエチレンソルビタンモノラウレート、マクロゴール、ヒマシ油脂肪酸エチ
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ルエステルなどを挙げることができる。安定化剤としては、例えば亜硫酸ナトリウム、メ
タ亜硫酸ナトリウムなどを挙げることができる。防腐剤としては、例えば、ｐ－ヒドロキ
シ安息香酸メチル、ｐ－ヒドロキシ安息香酸エチル、ソルビン酸、フェノール、クレゾー
ル、クロロクレゾールなどを挙げることができる。
【００５１】
　飲食物への添加例としては、マーガリン、バター、バターソース、チーズ、生クリーム
、ショートニング、ラード、アイスクリーム、ヨーグルト、乳製品、ソース肉製品、魚製
品、フライドポテト、ポテトチップス、ポップコーン、ふりかけ、チューインガム、チョ
コレート、プリン、ゼリー、グミキャンディー、キャンディー、ドロップ、キャラメル、
カステラ、ケーキ、ドーナッツ、ビスケット、クッキー、クラッカーなど、マカロニ、パ
スタ、サラダ油、インスタントスープ、ドレッシング、卵、マヨネーズ、みそなど、また
は果汁飲料、清涼飲料、スポーツ飲料などの炭酸系飲料または非炭酸系飲料など、茶、コ
ーヒー、ココアなどの非アルコールまたはリキュール、薬用酒などのアルコール飲料など
の一般食品への添加例を挙げることができる。
【００５２】
　本発明の飲食物を栄養補助食品あるいは機能性食品として用いる場合、その形態は、上
記医薬用製剤と同様の形態であってもよい。乳蛋白質、大豆蛋白質、卵アルブミン蛋白質
など、または、これらの分解物である卵白オリゴペプチド、大豆加水分解物、アミノ酸単
体の混合物を併用することもできる。また、糖類、脂肪、微量元素、ビタミン類、乳化剤
、香料などを配合した自然流動食、半消化態栄養食および栄養食、ドリンク剤、カプセル
剤、経腸栄養剤などの加工物を挙げることができる。ドリンク形態で提供する場合は、栄
養バランス、摂取時の風味を良くするためにアミノ酸、ビタミン類、ミネラル類などの栄
養的添加物、甘味料、香辛料、香料および色素などを配合してもよい。
【００５３】
　本発明の高濃度アスタキサンチン抽出物及びその二次加工品をチューインガムに配合し
、口腔や歯の細菌繁殖抑制効果、う蝕抑制効果、歯茎の炎症・化膿抑制効果、口臭抑制効
果、歯垢形成抑制効果など機能性を持たせることができる。チューインガムの形態として
、特に限定されず、チャンク型、粒型、板型などとする。チューインガムのその他の成分
としては、通常配合される各種チューインガム成分を用いることができ、例えば、ガムベ
ース、マルチトール、ブドウ糖、砂糖、乳糖、還元麦芽糖水飴、キシリト－ル、エリスリ
トール、パラチノース、還元パラチノース、アスパルテーム、光沢剤、軟化剤、香料、着
色料など適宜組み合わせて配合することができる。
【００５４】
　飼料として用いる場合は、そのまま飼料として用いてもよいが、一般に用いられる動物
用、魚類用配合飼料の配合原料、例えば、トウモロコシ、マイロ、魚粉、ふすま、食塩、
炭酸カルシウム、リン酸カルシウム、アミノ酸類、ビタミン類、微量ミネラル、既存の抗
酸化剤等を配合しても良い。
【００５５】
　化粧品の形態としては、特に限定されず、例えば、乳液、クリーム、化粧水、パック、
洗浄料等のスキンケア化粧料、ファンデーション、アイシャドウ、マスカラ、口紅等のメ
ーキャップ化粧料、分散液、軟膏、外用液剤、クリーム剤等の化粧料とすることができる
。
【００５６】
　また、通常化粧品や医薬品等の皮膚外用剤に用いられる成分、例えば、水（アルカリ単
純温泉水、深層水、精製水等を含む）、アルコール類、油脂、ロウ、鉱物油、精油、脂肪
酸、粉体、金属セッケン、ｐＨ調整剤、界面活性剤、増粘剤、色素、安定化剤、殺菌・消
毒剤、清涼剤、防腐剤、酸化防止剤、保湿剤、収斂剤、色素・着色剤、香料、紫外線吸収
・遮断剤、金属イオンキレート剤、消臭剤、抗脂漏剤、植物又は動物系原料由来の抽出物
、ビタミン類、アミノ酸類、ホルモン類、角質溶解剤、酵素、油脂類、α－ヒドロキシ酸
類、美白剤、チロシナーゼ活性阻害剤、活性酸素消去剤、過酸化脂質生成抑制剤、抗炎症
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剤、末梢血管血流促進剤、局所刺激剤、代謝活性剤、角質溶解剤、血行促進剤、細胞賦活
剤等を添加しても良い。
【００５７】
　上述、医薬品や食品などの形態の他に、農薬や魚の色揚げ剤などその他アスタキサンチ
ンが有効成分として作用する形態の使用方法で有ればいずれの用途にでも用いることがで
きる。
【実施例】
【００５８】
　本発明をさらに詳細に説明にするために以下に実施例をあげるが、本発明がこの実施例
のみに限定されないことはいうまでもない。以下に示すアスタキサンチンの量はフリー体
換算のアスタキサンチンに換算したときの量である。
【００５９】
［アスタキサンチン含有率測定方法］
　抽出原料となるヘマトコッカスの破砕藻体中のアスタキサンチン含量は、適量の試料か
らアスタキサンチンをアセトンで抽出したのち、これをアセトンで希釈して適当な濃度と
し、吸光度法（波長４７４ｎｍ、溶媒アセトン）で測定した。また抽出物中のアスタキサ
ンチン含量は、適量の抽出物をアセトンで希釈して適当な濃度とし、吸光度法（波長４７
４ｎｍ、溶媒アセトン）で測定した。
【００６０】
［比較例１］
　ビーズミルで粉砕し噴霧乾燥したヘマトコッカス藻破砕藻の１００ｇを超臨界抽出装置
［（株）ＡＫＩＣＯ製］の抽出槽に充填し、流速３ｍＬ／分、温度４０℃、圧力５０ＭＰ
ａの条件で、Ｓ／Ｎで１００に相当する二酸化炭素で抽出を行って抽出物を得、７０％ミ
ックストコフェロール２ｇを添加、均一になるように混合して、濃縮アスタキサンチン抽
出物３２ｇ（収率８０％、アスタキサンチン含有濃度１２．５重量％、脂質８７．５％）
を得た。形状はやや流動性のある液状であった。
【００６１】
［参考例１］
　ビーズミルで粉砕し噴霧乾燥したヘマトコッカス藻破砕藻の１００ｇを超臨界抽出装置
［（株）ＡＫＩＣＯ製］の抽出槽に充填し、流速３ｍＬ／分、温度４０℃、圧力３０ＭＰ
ａの条件で、Ｓ／Ｎで７５に相当する二酸化炭素で抽出を行いその部分を取り除いた。続
いて、流速３ｍＬ／分、温度４０℃、圧力５０ＭＰａで、Ｓ／Ｎで１２０に相当する二酸
化炭素で抽出を行って抽出物を得た。この操作を２回繰り返して抽出物を混合し、７０％
ミックストコフェロール４ｇを添加混合して、濃縮アスタキサンチン抽出物２６ｇ（収率
８８％アスタキサンチン含有濃度３０重量％、脂質７０％）を得た。形状は固形状であっ
た。
【００６２】
［実施例１］
　参考例１で得た濃縮アスタキサンチン抽出物と希釈調整用パーム油由来の中鎖脂肪酸グ
リセライド（ＭＣＴ）を１６：２２の割合で混合し、１２．５％（ｗ／ｗ）のアスタキサ
ンチン含有の濃縮アスタキサンチン抽出物を得た。形状は通常の溶液と同様の溶液であっ
た。
【００６３】
［実施例２］
　参考例１で得た濃縮アスタキサンチン抽出物と希釈調整用パーム油由来の中鎖脂肪酸グ
リセライドを１６：５の割合で混合し、２５％（ｗ／ｗ）のアスタキサンチン含有の濃縮
アスタキサンチン抽出物を得た。形状は流動性のある液状であった。
【００６４】
［比較例２］
　参考例１で得た濃縮アスタキサンチン抽出物全量と希釈剤としてオリーブ油５ｇを１６
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：５の割合で混合し、２５％（ｗ／ｗ）のアスタキサンチン含有の濃縮アスタキサンチン
抽出物を得た。形状は半固形状であった。
【００６５】
［酸素下安定性試験］
　抽出物２０ｍｇをキャップ付き試験管（１０ｍｌ）に入れ、酸素で置換し、封をした後
、８０℃で加温した状態で、４時間後のアスタキサンチン含量を含有率測定試験と同様に
吸光度法で測定した。
【００６６】
［表１］酸素下安定性試験の結果

　各数値の単位は％を示す。
【００６７】
［表２］　酸素下安定性試験の結果
　Ｂ型粘度計を用いて、試料を２５℃、４０℃、５０℃に保ち、操作開始から１分後の粘
度を測定した。
【００６８】
［表２］　粘度測定試験

　各数値の単位はｃｐを示す。
【００６９】
［臭気官能試験］
あらかじめ室温と同じ温度にしておいた密閉容器中の抽出物を社内の試験員１０名による
官能試験により、５段階で臭気を評価し、その平均値をとった。
（評  価　点）　（内       容）
５：　　　きわめて不快な臭気、あるいは強い酸敗臭がある。
４：　　　特有の不快な臭気、あるいは酸敗臭がある。
３：　　　あきらかに特有の臭気があるが、不快な程度ではない。
２：　　　僅かに特異臭を感じる。
１：　　　ほとんどにおいを感じない。
【００７０】
［表３］　臭気官能試験（直後)
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　評価１～５の数値の単位は人数を、平均の数値は人数と評価点の平均を示す。
【００７１】
［表４］臭気官能試験（加速後)

　評価１～５の数値の単位は人数を、平均の数値は人数と評価点の平均を示す。
【００７２】
［ＧＣ／ＭＳ測定試験］
　抽出物１ｍＬをナスフラスコに入れ、捕集カラムＴｅｎａｘＴＡ（ＧＬサイエンス）を
取り付け、抽出物を４３℃に加温した。パージガスとして高純度窒素ガスを流速５０ｍＬ
／ｍｉｎで１０分間流し、試料に含まれる揮発性成分を捕集カラムに吸着させた。捕集カ
ラムをガスクロマトグラフィー質量分析装置の試料注入口にセットし、１５０℃にて試料
からの揮発成分を気化、キャリアーガス（高純度へキサン）によりカラムＤＢ－ＷＡＸ（
φ０．２５ｍｍ×６０ｍ）、カラム温度４０℃（１０ｍｉｎ　ｈｏｌｄ）４０℃→２３０
℃　（ｒａｔｅ　５℃／ｍｉｎ）にて分離し検出器となる質量分析計にてピークを得た。
得られたクロマトグラムから規定の成分(2-methyl-Butanal,3-methyl-Butanal,Pentanal,
Hexanal, Acetic acid,Propanoic acid)のピーク面積を算出した。
【００７３】

【００７４】
　参考例１や比較例２の高濃度アスタキサンチン含有油脂は粘度が高く加工用の油脂とし
ては不適能である。ＭＣＴ、オリーブ油自体の粘性に大きな差はないが、ＭＣＴを添加し
た実施例１、２では、それぞれ同濃度のアスタキサンチンを含有する比較例１、２に比べ
て有意に粘度が低く、加工性が高い。分別抽出を行った実施例１では、分別抽出を行わな
かった比較例１に比べて有意に臭気が低く、また実施例１、２、比較例１、２で得たアス
タキサンチン抽出物をそれぞれ２５℃で３ヶ月保管した後の臭気を比較した場合、実施例
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１および２は、比較例１および２に比べて有意に臭気が低かった。
また加速安定性試験では、分別抽出後ＭＣＴで希釈した実施例１の安定性は、分別抽出を
行わなかった比較例１の安定性に比べて有意に高く、また分別抽出後ＭＣＴでアスタキサ
ンチンの濃度を２５％に希釈調整した実施例２の安定性は、分別抽出後オリーブ油でアス
タキサンチンの濃度を２５％に希釈調整した比較例２よりも有意には高かった。
【００７５】
［製剤例１］　粉末
　グリセリン脂肪酸エステル０．８ｇ、カルボキシメチルセルロース０．８ｇ、ミックス
トコフェロール０．４ｇ、アラビアガム２８ｇ、デキストリン３０ｇ、実施例１の高濃度
アスタキサンチン抽出物４０ｇ、精製水２００ｇからなる均一な乳化懸濁液を、入口温度
２００℃、出口温度１００℃、ディスク回転速度２４０００ｒｐｍ、噴霧速度１．８Ｌ／
ｈｒの条件により噴霧乾燥し、流動性粉末７０ｇを得た。粉末中のアスタキサンチン含量
は１０％であった。
【００７６】
［製剤例２］　乳化液
　下記の処方からなる分散液を、高圧ホモジナイザーで処理し、乳化安定性の優れた高度
乳化分散液を得た。乳化液中のアスタキサンチン含量は２．５％であり、アスタキサンチ
ンの安定性も優れていた。
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　３１．２重量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　５０重量部
グリセリン脂肪酸エステル　　　　　　　３重量部
ショ糖脂肪酸エステル　　　　　　　　　５重量部
ミックストコフェロール　　　　　　　　０．５重量部
アスコルビン酸ナトリウム　　　　　　　０．３重量部
アスタキサンチン（＊）　　　　　　　　１０重量部
＊アスタキサンチンオイルは実施例１のアスタキサンチン抽出物に中鎖脂肪酸トリグリセ
リドを添加して粘度を下げて取り扱い安くしたアスタキサンチン５％濃度のオイルである
。
【００７７】
［製剤例３］　化粧品クリーム
　下記の処方に従って、常法により、均一に乳化、混合し、クリームを得た。水を加えて
全量を１００とした。
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　６７．８４重量部
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　３．００重量部
スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　０．５０重量部
ポリソルベート８０　　　　　　　　　　　０．３０重量部
ポリグリセリン　　　　　　　　　　　　　３．００重量部
ブチレングリコール　　　　　　　　　　２５．００重量部
フェニキシエタノール　　　　　　　　　　０．３０重量部
アスタキサンチンオイル（＊）　　　　　　０．０６重量部
＊アスタキサンチンオイルは実施例１のアスタキサンチン抽出物に中鎖脂肪酸トリグリセ
リドを添加して粘度を下げて取り扱い安くしたアスタキサンチン５％濃度のオイルである
。
【００７８】
［製剤例４］　ドリンク剤
　下記成分を配合し、常法に従って、水１０ｋｇを加えてドリンク剤を調製した。
液糖　　　　　　　　　　　　　　　　　４０００重量部
ＤＬ－酒石酸ナトリウム　　　　　　　　　　　１重量部
クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　５０重量部
ビタミンＣ　　　　　　　　　　　　　　　　５０重量部
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ビタミンＥ　　　　　　　　　　　　　　　１５０重量部
シクロデキストリン　　　　　　　　　　　　２５重量部
塩化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　５重量部
硫酸マグネシウム　　　　　　　　　　　　　　２重量部
アスタキサンチンオイル（＊）　　　　　　　　０．２５重量部
＊アスタキサンチンオイルは実施例１のアスタキサンチン抽出物に中鎖脂肪酸トリグリセ
リドを添加して粘度を下げて取り扱い安くしたアスタキサンチン５％濃度のオイルである
。
【００７９】
［製剤例５］　チューインガム剤
　下記成分を配合し、常法に従って、板状のチューインガムを調製した。
ガムベース　　　　　　　　　　　　　　　　２６重量部
マルチトール　　　　　　　　　　　　　　　３２重量部
キシリトール　　　　　　　　　　　　　　　２８重量部
還元パラチノース　　　　　　　　　　　　　１０重量部
軟化剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１重量部
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２重量部
アスタキサンチンオイル（＊）　　　　　　　　１重量部
＊アスタキサンチンオイルは実施例１のアスタキサンチン抽出物に中鎖脂肪酸トリグリセ
リドを添加して粘度を下げて取り扱い安くしたアスタキサンチン５％濃度のオイルである
。
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